
 

お客様各位 

 

2010年04月13日 

  旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ株式会社 

 

  

省エネ性、耐久性に優れた透湿防水遮熱シート  

新型タイベック(R)シルバーを日本国内にて販売開始  
 

 

旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ株式会社(本社：東京都千代田区、代表取締役：伊吹 泰治)は、米国デュポ

ン社が製造するデュポン(TM)タイベック(R)シルバーをバージョンアップして 6 月中旬より販売を開始致します。 

 

従来より独自の技術(国際特許申請中)で施していたアルミニウムの酸化劣化を抑える特殊樹脂コーティング材を変更

することにより、外壁下地材として十分な透湿性を持たせながら、シートの風合いをしなやかなソフトタイプにすることが

可能になりました。更に、新規格として 3m幅品が新たに加わりました。 

 

【新規販売製品】 

・デュポン(TM)タイベック(R)シルバー ソフトタイプ 1m×50m(外壁下地施工・小屋裏施工両用) 

・デュポン(TM)タイベック(R)シルバー ソフトタイプ 3m×40m(新規格) 

 

※2010 年 6 月中旬より(在庫状況に拠る)、従来のタイベック(R)シルバーの販売は終了 

※1m幅、3m幅共に、JIS A6111：2004 適合 

 

タイベック(R)シルバー3m幅品のメリットは以下の通りです。 

 

・遮熱性による省エネ効果(従来のタイベック(R)ハウスラップ対比) 

・気密性の向上による省エネ効果(1m幅品対比) 

・防水性の向上による住宅の高耐久化(1m幅品対比) 

 

【背景】 

地球温暖化防止に向けて家庭におけるCO2 排出量の削減が必要不可欠となり、より省エネルギー性能の高い住宅の

ニーズが高まる中、2005 年 11 月に日本市場にて発売された透湿防水遮熱シート、タイベック(R)シルバーは堅調に販

売実績を伸ばし、現在では年間 9,000 棟以上の採用実績(2009 年 1 月～12 月の出荷本数から類推)となる程、急成長

して参りました。これを受けて、米国デュポン社では、日本並びに欧米諸国での拡販体制を整えるべく生産設備の増

強と、一貫した生産体制を整え、新型タイベック(R)シルバーの販売を開始することとなりました。 

 

 

【総輸入販売元】 

旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ 株式会社 

所在地： 〒100-6111 東京都千代田区永田町 2 丁目 11 番 1 号 山王パークタワー 

TEL  ： 03-5521-2600 

FAX  ： 03-5521-2601 

MAIL ： Tyvek.Japan@jpn.dupont.com 

 

 

デュポン(TM)タイベック(R)シルバーについて 

http://www.tyvek.co.jp/construction/product/silver/ 

これから家を建てるお施主さま向けウェブサイト 

http://www.tyvek.co.jp/owner/ 

 

 

 

mailto:Tyvek.Japan@jpn.dupont.com
http://www.tyvek.co.jp/construction/product/silver/
http://www.tyvek.co.jp/owner/


 

 

【補足】 

タイベック(R)シルバーは、タイベック(R)ハウスラップの新製品です。ベースとなっているタイベック(R)ハウスラップは日

本の透湿・防水シートのパイオニアであり、20 年以上の信頼と実績を誇ります。日本だけでも、400 万軒以上(200m2/

軒として、1990 年～2009 年の累積出荷量より算出)の家で採用されています。 

 

タイベック(R)シルバーは、米国デュポン社が製造し、日本国内では旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ株式会

社が総輸入販売元として輸入販売を行います。旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ株式会社は、1995 年にフラ

ッシュ紡糸不織布の日本国内での販売を目的として、旭化成せんい株式会社とデュポン株式会社の折半出資の合弁

会社として設立されたタイベック(R)の日本における総輸入販売元です。 

 

 

【米国デュポン社の概要】 

技術を基盤とする「サイエンス・カンパニー」である米国デュポン社は、1802 年に米国デラウェア州ウィルミントン市に創

立され、それ以来 200 年にわたり偉大な飛躍(Leaps)を重ねてきました。西部開拓時代に黒色火薬を製造・販売する事

業をスタートしてからの 100 年、そして次の 100 年は合成樹脂、合成繊維、化成品、農作物保護、エレクトロニクス、エ

ネルギー資源などの分野へと多角化していった、化学とエネルギーの時代だったといえます。その間、ナイロン、テフロ

ン(R)を始め、人々の暮らしと産業活動に多大な影響を及ぼす素材と技術を次々と誕生させてきました。しかしながら、

創立当時からの「安全・衛生・環境に配慮し、高い倫理基準に基づき、社員の人格・能力を尊重した経営をする」という

経営理念は少しも変わっていません。 

 

現在、デュポン社が 2,000 近くの製品群を提供している分野はエレクトロニクス、輸送、住宅・建築、通信、農業、栄養

食品、安全・防護、アパレル、テキスタイル分野など多岐にわたっており、世界 70 ヶ国にて事業を展開し、その社員は

58,000 人です。 

 

注)デュポン(TM)タイベック(R)は米国デュポン社の登録商標です。  

  

【本件に関するお問い合わせ先】 

旭・デュポン フラッシュスパン プロダクツ株式会社 

TEL  ： 03-5521-2600 

FAX  ： 03-5521-2601 

E-mail： tyvek.japan@jpn.dupont.com  
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